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に対して、IgE 刺激と共に、抗 Allergin-1S1 抗体で Allergin-1 を刺激した場合、Allergin-1 を刺激しない場
合に比べて IgE 誘導性の脱顆粒反応が抑制された。B 細胞の Allergin-1 発現は、クラススイッチを経ない
ナイーブ B 細胞で強いことが明らかとなり、ナイーブ B 細胞に発現する B 細胞受容体を刺激した場合、
Allergin-1を同時に抗体刺激する事で、B細胞受容体のシグナルが減弱することが明らかとなった。 
(考察)  
マウス Allergin-1の Igドメインは、ヒト Allergin-1の N末端の Igドメイン（-S1）とアミノ酸レベルで 50%の相



















 ヒト I 型アレルギー疾患に対する分子標的の検索は、同疾患の新規治療法の開発に重要な課題で
ある。本研究は、新規に発見されたマウス Allergin-1の機能解析を詳細に行いかつヒト Allergin-1 との相同
性について検討を行った結果、ヒト Allergin-1 の S1 ドメインがⅠ型アレルギー疾患の治療標的となることを
初めて示した大変意義のある論文である。 
平成 25 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
